










研究目的 

近年脳性まひ早期発見を主目的として,乳児検診における運動発達検査が普及した結果,多

数の運動発達遅滞児が発見されるようになった。その中から脳性まひを鑑別する方法がい

ろいろと研究されているが,たとえ脳性まひでなくとも,現に運動発達に異常がある以上,

放置は出来ぬ筈であり,少なくとも適切な育児指導だけでも最少限度なされなければなら

ない。 

本研究の目的は,運動発達遅滞児には脳性まひまたはそのリスク以外に,どのような疾患・

障害があるのか,また運動発達遅滞の直接の要因は何か,を知り,家庭環境改善・育児指導の

基礎資料をえんとするものである。 


